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1.はじめに 通気系ダクト内音場解析
において,音源固有の音響的特性が得られ
れば高度の計算が可能になる.既報【1】にお
いてその実際的検討結果を示した.本研究
では基礎的な性質,とくに音源能動特性の
音場にたいする独立性を調べる.
2.音源特性 と音場 ここでは図1に
示すように,単一ダクト平面波音場を介
して音源要素がその外部音場と結合する
場合を調べる.そのときダクト内に1つ
の検査面をとれば,その面上で定義され
る音源要素の受動特性 (内部インピーダ
ンス)zpおよび能動特性 (駆動源音圧)
pdは,一般的にこの面上の音場音圧pお
よび粒子速度uと式(1)により関係づけら
れ,また,ZL=P/uとして図2のような等
価回路で表現される.
pd=Zpu+p (1)
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3.実験方法 図 1に示したようにダイナミックス
ピーカから成る音源要素に,長さ1600mmの円管ダク
トを介 して図3に示す5通 りの端末条件 (ZLl～ZLS)に
順次接続 して測定を行なった.検査面音圧pおよび粒
子速度uはダクト内2点マイクロホン法【2】により求め
た.このときの検査面位置はスピーカ膜面位置に一致
して定義 している.また,これと比較のため,その背
後空気室圧力および直接,図4に示すよう
な位置についてレーザ ドプラ速度計により
スピーカ膜面速度を測定 した.受動特性zp
は,図5に示すように音場側にスピーカ装
置を接続 し,その供給電圧eLを原音源のそ
れesが無視できる程度に大きくした状態で
検査面音圧 と粒子速度測定により求めた.
各端末条件における能動特性pdは以上のp,
u,zpおよび式(1)により求められる.
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4.実験結果 音源要素としてはコーン
型とハニカム型の2種類,それぞれ背後空
気室有無の場合について実験を行なったが,
以下には背後空気室付きハニカム型の場合
を例として主要な結果を示すものとする.
図3のそれぞれの音響負荷について,音場
側の反射係数,すなわちRL=(むZ&)/(2L+za),
za:空気の特性インピーダンスを図6に,ま
た検査面音圧を図7に示す.図8は受動特
性zpの測定結果を示す.比較のため端末条
件5の場合の音響負荷インピーダンスZLを
併記した.図9はダクト内音響測定により
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得られた膜面位置の速度uを,背後空気
圧測定およびレーザ ドプラ速度計による
膜面速度,それぞれuDおよびuDjと比較し
た例である.音場側の反射が小さい場合
や周波数が高くない場合は,音響測定に
よる粒子速度と膜面速度との差は少ない.
図10は音場負荷ZLと駆動源音圧pdの関係
を示す.駆動源音圧の放射音場による変
化は少ないとみてよい.
5.まとめ 音源要素の駆動源音圧は
比較的内部インピーダンスが小さいダイ
ナミックスピーカにおいても,放射音場
に依存しないことを明らかにした.
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